
(57)【要約】

【目的】発光輝度やデータ線駆動回路を集積する半導体

チップのサイズに悪影響を与えることなく、走査線選択

時間Ｔｓｃａｎにおけるデータ線の通電後の放電を十分

に行うことができ、安定した画像表示を行うことのでき

る有機ＥＬ表示装置を提供する。

【構成】通電終了後にデータ線を接地電位などオフセッ

ト電圧Ｖｏｆｆｓｅｔ０より低い電位に所定時間接続し

て寄生容量Ｃｐの放電を行ってから、データ線をオフセ

ット電圧Ｖｏｆｆｓｅｔ０に接続するようにするので、

各走査線選択時間Ｔｓｃａｎにおける、駆動電圧Ｖｄｒ

ｉｖｅのオフセット電圧Ｖｏｆｆｓｅｔ０への初期化を

安定して行うことができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
行 列 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 前 記 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 行 方 向 に 接 続 す る 複 数 の 走 査 線 と 、
　 前 記 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 列 方 向 に 接 続 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、
　 前 記 各 走 査 線 を 順 次 走 査 す る 走 査 線 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 各 デ ー タ 線 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 有 す る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型
の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 駆 動 回 路 は 対 応 す る デ ー タ 線 に 電 流 供 給 回 路 ま た は 電 圧 供 給 回 路 の い ず れ
か を 接 続 し 、
　 前 記 電 流 供 給 回 路 は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 駆 動 電 流 を 供 給 す る も の で あ り 、
　 前 記 電 圧 供 給 回 路 は そ の 出 力 電 圧 を 変 え る こ と の で き る 電 圧 源 お よ び 該 電 圧 源 と 前 記 デ
ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ る ス イ ッ チ 手 段 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 圧 源 は 第 １ の 基 準 電 圧 ま た は 該 第 １ の 基 準 電 圧 よ り 高 い 第 ２ の 基 準 電 圧 を 出 力 す る
も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 圧 源 は 前 記 第 １ の 基 準 電 圧 と 前 記 第 ２ の 基 準 電 圧 を 選 択 回 路 に よ り 切 り 換 え て 出 力
す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 基 準 電 圧 が 接 地 電 位 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 デ ー タ 線 駆 動 回 路 は 、 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 に よ り 選 択 さ れ て い る 走 査 線 に 接 続 さ れ て
い る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 前 記 電 流 供 給 回 路 に よ る 電 流 供 給 が 終 了 す る と 、 前 記 第 １ の 基
準 電 圧 を 所 定 時 間 デ ー タ 線 に 接 続 し て か ら 前 記 第 ２ の 基 準 電 圧 を デ ー タ 線 に 接 続 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 デ ー タ 線 駆 動 回 路 が 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 前 記 電 流 供 給 ， デ ー タ 線 へ の 第 １ の 基 準
電 圧 の 接 続 お よ び デ ー タ 線 へ の 第 ２ の 基 準 電 圧 の 接 続 の 切 り 替 え を 、 前 記 走 査 線 駆 動 回 路
に よ る 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 選 択 が 継 続 さ れ て い る 選 択 期 間 内 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 電 流 供 給 回 路 が 前 記 駆 動 電 流 を 供 給 す る 時 間 を 変 え る こ と に よ り 階 調 表 示 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 電 流 供 給 回 路 が 供 給 す る 前 記 駆 動 電 流 の 大 き さ を 変 え る こ と に よ り 階 調 表 示 を 行 う こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ス イ ッ チ 手 段 が Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ８ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ （ Electro Luminescence） 素 子 を
、 行 方 向 に 接 続 す る 複 数 の 走 査 線 、 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 列 方 向 に 接 続 す る 複 数 の デ ー タ
線 に よ っ て 選 択 し て 発 光 制 御 す る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 低 消 費 電 力 、 か つ 、 高 表 示 品 質 で あ っ て 、 薄 型 化 が 可 能 な デ ィ ス プ レ イ と し て 、 複 数 の
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有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 行 列 状 （ マ ト リ ク ス 状 ） に 配 列 し て 構 成 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ
ｏ Ｌ ｕ ｍ ｉ ｎ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｃ ｅ ） 表 示 装 置 （ 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ） が 注 目 さ れ て い る 。
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 方 式 と し て パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 が 知 ら れ て い る 。
　 こ の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 は 、 陽 極 お よ び 陰 極 が 、 そ れ ぞ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対
応 し て ス ト ラ イ プ 状 に パ タ ー ニ ン グ さ れ た 複 数 の 平 行 電 極 と し て 、 互 い に 直 交 す る 方 向 に
設 け ら れ 、 そ の 交 点 に 配 置 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 選 択 し て 光 ら せ る こ と に よ り 、 文 字 や 絵
を 表 現 す る 方 式 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 前 述 し た ２ つ の 電 極 の う ち の 一 方 に 対 応 す る デ ー タ 線 駆 動
回 路 と 、 他 方 に 対 応 す る 走 査 線 駆 動 回 路 と に よ り 駆 動 さ れ る 。 走 査 線 駆 動 回 路 は 、 行 方 向
に 配 列 し た 一 連 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 群 を 列 方 向 に 順 次 走 査 し 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 に よ り 、 走 査
線 駆 動 回 路 に よ り 走 査 さ れ 選 択 さ れ て い る 行 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 群 に 、 駆 動 電 流 を 選 択 的 に 供
給 し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 駆 動 し て い る 。 デ ー タ 線 駆 動 回 路 は 、 デ ー タ 線 と 同 等 ま た は
デ ー タ 線 よ り 多 い 定 電 流 源 で 構 成 さ れ て お り 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 か ら の 制 御 信 号 に よ り 、
パ ル ス （ 電 流 ） 振 幅 変 調 （ Ｐ Ａ Ｍ ： Ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ 　 Ａ ｍ ｐ ｌ ｉ ｔ ｉ ｄ ｅ 　 Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） や 、 パ ル ス （ 電 流 ） 幅 変 調 （ Ｐ Ｗ Ｍ ： Ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ 　 Ｗ ｉ ｄ ｔ ｈ 　 Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） 等 の 変 調 を 行 い 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 階 調 表 示 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ３ に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 等 価 回 路 を 、 図 ４ に そ の 電 圧 － 輝 度 特 性 を 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う
に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 発 光 ダ イ オ ー ド Ｌ Ｅ Ｄ と 寄 生 容 量 Ｃ ｐ が 並 列 に 接 続 さ れ た も の に な っ
て い る 。 寄 生 容 量 Ｃ ｐ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 と 陰 極 の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 で あ り 、 例 え ば
０ ． １ ｍ ｍ × ０ ． ３ ｍ ｍ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は ４ ｐ Ｆ 程 度 の 容 量 値 と な る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 両 端 電 圧 が 発 光 ダ イ オ ー ド Ｌ Ｅ Ｄ の 閾 値 電 圧
Ｖ ｔ に 達 す る ま で は 発 光 せ ず 、 有 機 Ｅ Ｌ の 両 端 電 圧 が Ｖ ｔ に 達 す る ま で 有 機 Ｅ Ｌ に 流 れ る
電 流 は 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 に 充 て ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ５ に 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 全 体 回 路 構 成 を 示 す 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 パ ネ ル １ ０ ， デ ー タ 線 制 御 回 路 ２ ０ お よ び 操 作 線 駆 動 回 路 ３ ０ を 有 し て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル １ ０ は ｍ 行 ｎ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ ｍ ｎ ， デ
ー タ 線 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ お よ び 操 作 線 Ｓ １ ～ Ｓ ｍ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ５ に お い て 、
各 Ｅ Ｌ 素 子 は 図 ３ の 等 価 回 路 で 示 し て あ る 。 デ ー タ 線 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ は デ ー タ 線 制 御 回 路 ２ ０
に 接 続 さ れ て お り 、 各 デ ー タ 線 Ｄ １ ， Ｄ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｄ ｎ か ら は そ れ ぞ れ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ
Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ ｍ １ ， Ｅ Ｌ １ ２ ～ Ｅ ｍ ３ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｅ Ｌ １ ｎ ～ Ｅ ｍ ｎ の ア ノ ー ド に 駆 動 電
流 が 供 給 さ れ て い る 。 ま た 、 走 査 線 Ｓ １ ～ Ｓ ｍ は 走 査 線 駆 動 回 路 ３ ０ に 接 続 さ れ て お り 、
Ｓ １ ， Ｓ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ｎ に は そ れ ぞ れ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ １ ｎ ， Ｅ Ｌ ２ １ ～ Ｅ
Ｌ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｅ Ｌ ｍ １ ～ Ｅ Ｌ ｍ ｎ の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ー タ 線 制 御 回 路 ２ ０ は 定 電 流 源 Ｉ Ｓ １ ～ Ｉ Ｓ ｎ ， ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ １ ～ Ｓ Ｗ ２ ｎ ，
電 源 Ｖ ２ ０ お よ び 制 御 回 路 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ を 有 し て い る 。 定 電 流 源 Ｉ Ｓ １ ～ Ｉ Ｓ ｎ の 一 端 は 電 源
Ｖ ２ ０ に 共 通 に 接 続 さ れ 、 他 端 は そ れ ぞ れ ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ １ ～ Ｓ Ｗ ２ ｎ に 接 続 さ れ て
い る 。 ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ｉ （ ｉ ＝ １ ～ ｎ ） の 状 態 は 制 御 回 路 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ に よ り 制 御 さ れ 、
制 御 回 路 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ の 指 示 に よ り デ ー タ 線 Ｄ ｉ （ ｉ ＝ １ ～ ｎ ） を 定 電 流 源 Ｉ Ｓ ｉ （ ｉ ＝ １ ～
ｎ ） の 他 端 も し く は 接 地 電 位 （ Ｇ Ｎ Ｄ ） に 接 続 す る 。 制 御 回 路 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ は 、 表 示 デ ー タ の
う ち 現 在 選 択 さ れ て い る 行 に 関 す る デ ー タ に 基 づ き ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ １ ～ Ｓ Ｗ ２ ｎ を 制
御 す る 。 例 え ば 、 １ 行 目 が 選 択 さ れ て い て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ Ｌ １ １ の み 発 光 さ せ て 他 の 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ せ な い 場 合 は 、 ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ １ に よ り デ ー タ 線 Ｄ １ を 定 電 流 源
Ｉ Ｓ １ に 接 続 し 、 ス イ ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ２ ～ Ｓ Ｗ ２ ｎ に よ り デ ー タ 線 Ｄ ２ ～ Ｄ ｎ を 接 地 電 位
に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 ３ ０ は 、 電 源 Ｖ ３ ０ お よ び 各 走 査 線 Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 選 択 的 に 接 地 電 位 に 接
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続 す る ス イ ッ チ 回 路 に よ っ て 構 成 さ れ 、 行 方 向 に 配 列 し た 一 連 の 素 子 群 Ｅ Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ １
ｎ ， Ｅ Ｌ ２ １ ～ Ｅ Ｌ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｅ Ｌ ｍ １ ～ Ｅ Ｌ ｍ ｎ が 列 方 向 に 順 次 走 査 さ れ る 。 こ の
走 査 線 駆 動 回 路 ３ ０ に よ り 選 択 さ れ て い る （ 接 地 電 位 に 接 続 さ れ て い る ） 行 （ 走 査 線 ） の
素 子 群 、 た と え ば 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ １ ｎ に 対 し て 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 ２ ０ か ら
各 デ ー タ 線 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ を 介 し て 駆 動 電 流 が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ れ ら 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
Ｅ Ｌ １ １ ～ Ｅ Ｌ １ ｎ を 表 示 デ ー タ に 応 じ て 発 光 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ５ に 示 す 回 路 で は 、 デ ー タ 線 Ｄ ｉ に 定 電 流 源 Ｉ Ｓ ｉ を 接 続 し な い 場 合 は 、 デ ー タ 線 Ｄ
ｉ を 接 地 す る よ う に し て い る 。 こ の 方 式 だ と 、 図 ３ に 関 し 説 明 し た よ う に 、 デ ー タ 線 Ｄ ｉ
の 接 続 を 接 地 電 位 か ら 定 電 流 源 Ｉ Ｓ ｉ に 切 り 換 え て も す ぐ に は 発 光 せ ず 、 有 機 Ｅ Ｌ の 両 端
電 圧 が Ｖ ｔ に 達 す る ま で 有 機 Ｅ Ｌ に 流 れ る 電 流 は 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 に 充 て ら れ る こ と に
な る 。 こ の 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 時 間 が 発 光 開 始 を 遅 ら せ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 点 に つ い て さ ら に 説 明 を 行 う 。 図 ６ に 各 デ ー タ 線 Ｄ ｉ を 駆 動 す る デ ー タ 線 駆 動 回 路
の 具 体 的 構 成 お よ び そ の 動 作 波 形 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） に 示 す デ ー タ 線 駆 動 回 路 は Ｐ チ ャ ネ
ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｍ １ ， Ｐ Ｍ ２ 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ ， Ｎ Ｍ ２ お
よ び 基 準 電 流 源 Ｉ ｒ ｅ ｆ か ら な っ て い る 。 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｍ １ ， Ｐ Ｍ ２
は カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 構 成 し て い て 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ お よ び 基 準
電 流 源 Ｉ ｒ ｅ ｆ と 合 わ せ て 図 ５ の 定 電 流 源 Ｉ Ｓ ｉ に 相 当 す る 定 電 流 回 路 を 構 成 し て い る 。
Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ せ る た め に 流 す 電 流 Ｉ ｏ ｕ
ｔ を オ ン ・ オ フ す る た め の も の で あ り 、 オ ン し て い る 期 間 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 通 電 時 間 （ 発
光 期 間 ） と な る 。 ま た 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ は 、 通 電 時 間 が 終 了 す る と
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 Ｃ ｐ に 充 電 さ れ て い る 電 荷 を 放 電 さ せ る 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ を オ ン ・
オ フ す る た め の も の で あ る 。 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ に よ る 放 電 を 行 わ な い と 、 寄 生 容 量 Ｃ ｐ か ら
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 が 流 れ て し ま い 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 不 必 要 に 発 光 し て し ま う 。 電 流 Ｉ ｏ
ｕ ｔ と 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ を 合 成 （ 加 算 ） し た も の が 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の ド ラ イ ブ 電 流 Ｉ ｄ ｒ ｉ
ｖ ｅ と な る 。 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ の ゲ ー ト 入
力 Ｉ ｏ ｎ が Ｈ （ ハ イ ） で あ る と デ ー タ 線 Ｄ ｉ に 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が 供 給 さ れ 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の ゲ ー ト 入 力 Ｉ ｏ ｆ ｆ が Ｈ で あ る と 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ に よ る 放 電 が 行
わ れ る 。 ま た 、 図 ６ （ ａ ） の 回 路 は 、 デ ー タ 線 Ｄ ｉ に は ｍ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 接 続 さ れ て
い て 、 そ の う ち の １ つ だ け が 接 地 さ れ 、 残 り の （ ｍ － １ ） 個 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 電 源 Ｖ ３ ０
に 接 続 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 デ ー タ 線 Ｄ ｉ の 電 圧 が 、 接 地 さ れ て い る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の
駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ と な る 。 接 地 さ れ て い る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が Ｅ １ ｉ ～ Ｅ ｍ ｉ の ど れ で あ
る か は 選 択 さ れ て い る 走 査 線 に よ る が 、 全 体 の 回 路 と し て は 図 ５ （ ａ ） の ま ま 不 変 で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 の よ う に 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ の ゲ ー ト 入 力 Ｉ ｏ ｎ が Ｈ で あ る と
電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が 流 れ 、 デ ー タ 線 Ｄ ｉ に 接 続 さ れ て い る ｍ 個 の 寄 生 容 量 Ｃ ｐ を 充 電 し て 駆 動
電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 立 ち 上 が る 。 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ と 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ の 関 係 に つ い て 、
図 ７ で さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 図 ６ （ ｂ ） お よ び 図 ７ の 横 軸 は 時 間 Ｔ （ 単 位 ： ｓ ）
で あ る 。 図 ７ の （ ａ ） と （ ｂ ） は 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の パ ル ス 幅 と 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ の 波 形 の 関
係 を 示 す も の で あ る 。 図 ７ （ ａ ） に は 時 刻 Ｔ ０ で 電 流 値 Ｉ ｏ ｕ ｔ ０ に 立 ち 上 が り 、 そ れ ぞ
れ 時 刻 Ｔ １ ， Ｔ ２ ， Ｔ ３ お よ び Ｔ ４ で 立 ち 下 が る ４ つ の 電 流 パ ル ス が 示 さ れ て い る 。 こ れ
ら の パ ル ス の 立 ち 下 が り は 、 そ れ ぞ れ ２ 点 鎖 線 ， 破 線 ， １ 点 破 線 お よ び 実 線 で 示 さ れ て い
る 。 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が Ｉ ｏ ｕ ｔ ０ に 立 ち 上 が っ て も 、 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る ｍ 個 の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 を 行 う た め 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ の 立 ち 上 が り は 急 峻 で は
な く 、 徐 々 に 上 昇 し て 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ を 超 え た 時 点 で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 発 光 を 開 始 し 、 供 給 さ
れ る 電 流 と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で 発 光 に 使 わ れ る 電 流 が Ｉ ｏ ｕ ｔ ０ で 等 し く な る 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ
ｉ ｖ ｅ ０ で 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 平 衡 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が 時 刻 Ｔ １ で 終 了 す る と 、 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ
が 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ を 超 え る こ と が な い た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 発 光 し な い 。 ま た 、 時 刻 Ｔ １ か
ら Ｔ ２ の 期 間 は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 供 給 さ れ る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ ＝ Ｉ ｏ ｕ ｔ ０ の 一 部 が 寄 生 容 量 Ｃ
ｐ の 充 電 に 使 わ れ る の で 発 光 量 が 最 大 値 ま で 至 ら な い 状 態 と な る 。 時 刻 Ｔ ２ か ら Ｔ ４ の 期
間 で は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 が 行 わ れ な い た め 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 量 が 最 大 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 回 の 発 光 動 作 後 の 放 電 が 不 十 分 で あ っ た な ど の 理 由 で 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ 供 給 開 始 前 の 寄
生 容 量 Ｃ ｐ の 残 留 電 荷 に 差 が あ る と 、 同 じ 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ （ 電 流 値 お よ び パ ル ス 幅 が 同 じ ）
に 対 し て 発 光 量 、 す な わ ち 輝 度 が 異 な っ て し ま う 。 こ の 様 子 を 図 ７ （ ｃ ） に 示 す 。 な お 、
図 ７ （ ｃ ） に お い て 、 説 明 の た め 便 宜 的 に 時 刻 Ｔ ０ 以 前 も Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
Ｎ Ｍ １ が オ フ し て い る も の と す る 。 図 ７ （ ｃ ） に お い て 、 前 回 の 放 電 が 不 十 分 な 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 に お い て は 破 線 で 示 す よ う に 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が す ぐ に 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ を 超 え て 発
光 を 始 め て し ま う 。 一 方 、 完 全 に 放 電 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 実 線 で 示 す よ う に
駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ に 達 す る ま で 時 間 を 要 す る た め 、 発 光 開 始 が 遅 れ て
し ま う 。 こ の よ う に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ の 通 電 初 期 に お け る 発 光 が 異 な る た め 、 同 じ デ ー タ を
与 え て も 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に よ っ て 輝 度 に 差 が 出 て し ま い 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 画 質 を 悪 化 さ
せ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 発
光 期 間 以 外 は デ ー タ 線 Ｄ ｉ を 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ よ り わ ず か に 低 い オ フ セ ッ ト 電 圧 を 印 加 す る よ
う に し て い る 。
　 こ れ を 実 現 す る デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 例 お よ び そ の 動 作 波 形 を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ （ ａ ） に
示 す 回 路 は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 回 路 の Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の ソ ー ス 電 位
の 接 続 を 接 地 電 位 か ら オ フ セ ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ を 与 え る 電 圧 源 （ 名 前 も 便 宜 的 に Ｖ
ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ と す る ） に 変 え た も の と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
ジ ス タ Ｎ Ｍ １ が オ ン で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ が オ フ の と き 、 駆 動 電 圧 駆 動
電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ は 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ よ り わ ず か に 低 い オ フ セ ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ で 安 定
す る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ １ ０ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 有 機 Ｅ Ｌ の 寄 生 容 量 Ｃ ｐ を ゼ ロ か ら
Ｖ ｔ ま で 充 電 す る こ と に よ る 発 光 開 始 の 遅 れ に は 対 策 で き る が 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す 寄 生 要
用 Ｃ ｐ の 放 電 ば ら つ き に 対 し て は 対 応 で き て い な い 。 こ れ に つ い て 、 図 ９ に よ り 、 さ ら に
説 明 を 行 う 。 図 ９ （ ａ ） ， （ ｂ ） は い ず れ も 上 が ひ と つ の デ ー タ 線 に 流 れ る ド ラ イ ブ 電 流
Ｉ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ ， 下 が 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ で あ り 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 図 ８ （ ａ ） の も の
と し た 場 合 で あ る 。 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ は 走 査 線 駆 動 回 路 に よ り 一 つ の 走 査 線 が 選 択 さ れ て い る 走
査 線 選 択 時 間 で あ る 。 例 え ば 、 デ ー タ 線 Ｄ ｊ に 対 し 、 あ る 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ で 走
査 線 Ｓ ｉ に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ ｉ ｊ が 選 択 さ れ て い る と 、 次 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ
で は 走 査 線 Ｓ （ ｉ ＋ １ ） に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｅ （ ｉ ＋ １ ） ｊ が 選 択 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お け る 階 調 表 示 は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ
せ る た め に 流 す 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 流 す 時 間 （ 通 電 時 間 ） を Ｔ ０ ～ Ｔ １ ， Ｔ ０ ～ Ｔ ２ ， Ｔ ０ ～
Ｔ ３ ， Ｔ ０ ～ Ｔ ４ な ど の よ う に 変 え る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 電 流 値 Ｉ ｏ ｕ ｔ ０
は 一 定 で あ り 、 通 電 時 間 が 長 い ほ ど 高 輝 度 に な る 。 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お い て 、
ま ず 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｐ Ｍ １ に よ り 供 給 さ れ 、 残 り の 時 間 で
Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ に よ る 放 電 が 行 わ れ る 。 図 ９ （ ａ ） は 通 電 時 間 が 比
較 的 短 く 、 か つ 全 て 同 じ 通 電 時 間 の 場 合 を 示 し て あ る 。 通 電 時 間 が 短 い た め に 寄 生 容 量 Ｃ
ｐ を 放 電 す る 時 間 が 十 分 あ り 、 寄 生 容 量 の 放 電 に よ る 初 期 化 が 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ
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内 で 完 了 す る た め 、 次 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ は 初 期
値 （ Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ） か ら 始 ま っ て い る 。 ま た 、 通 電 時 間 が 同 じ で あ る の で 、 そ れ ぞ れ の
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 同 じ 輝 度 に な っ て い る 。 同 じ 輝 度 と い う こ と は 画 面 表 示 が 一 様 に な る と い
う こ と で あ る が 、 実 際 の 表 示 に お い て は 、 何 ら か の 画 像 を 表 示 す る た め に 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 通 電 時 間 は 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に ば ら ば ら に な っ て い る 。 図 ９ （ ｂ ） で は 、 ３ 番 目 の
走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 通 電 時 間 が 最 大 と な っ て い て 、 逆 に 放 電 時 間 が 最 小 と
な っ て い る 。 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ は フ レ ー ム 周 波 数 と 走 査 線 数 （ 画 素 数 ） で 決 ま り
、 画 素 数 の 増 加 に 従 い よ り 短 く な っ て い く 傾 向 に あ る 。 放 電 時 間 を 十 分 確 保 で き な い た め
、 図 ９ （ ｂ ） の ３ 番 目 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ で は 放 電 が 完 全 に は 行 わ れ ず 、 駆 動 電
圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 初 期 値 （ Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ） に 達 す る 前 に 次 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ
が 始 ま っ て し ま う 。 こ の た め 、 ４ 番 目 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ
ｒ ｉ ｖ ｅ の 立 ち 上 が り が 急 峻 で あ り 、 か つ 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ を 超 え て
い る 時 間 が 長 く な る た め 、 選 択 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 設 定 よ り 明 る く 表 示 さ れ て し ま い （
図 ９ （ ｂ ） の 二 点 鎖 線 で 囲 わ れ た 明 点 の 部 分 ） 、 表 示 画 質 に 悪 影 響 を 与 え て し ま う と い う
問 題 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 あ る 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 輝 度 が
前 の 走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 通 電 時 間 に 影 響 を 受 け て 安 定 し た 画 像 表 示 が 行 え
な い 。 こ れ へ の 対 策 と し て 、 放 電 時 間 を 確 保 す る た め に 通 電 時 間 に 上 限 を 設 け る こ と が 考
え ら れ る が 、 通 電 時 間 、 す な わ ち 発 光 時 間 が 短 く な っ て 輝 度 が 低 下 し て し ま う た め 採 用 で
き な い 。 ま た 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の サ イ ズ （ ゲ ー ト 幅 ） を 大 き く し て
電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ を 大 き く と れ る よ う に す れ ば 寄 生 容 量 Ｃ ｐ を 短 時 間 で 放 電 す る こ と も 可 能
で あ る が 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 集 積 す る 半 導 体 チ ッ プ の サ イ ズ が 大 き く な っ て し ま い 、 コ
ス ト 的 に 採 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 上 記 の 課 題 を 解 決 し て 、 発
光 輝 度 や デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 集 積 す る 半 導 体 チ ッ プ の サ イ ズ に 悪 影 響 を 与 え る こ と な く 、
走 査 線 選 択 時 間 Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る デ ー タ 線 の 通 電 後 の 放 電 を 十 分 に 行 う こ と が で き 、 安
定 し た 画 像 表 示 を 行 う こ と の で き る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 行 列 状 に 配 置 さ れ た 複 数
の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、 前 記 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 行 方 向 に 接 続 す る 複 数 の 走 査 線 と 、 前 記 各 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 を 列 方 向 に 接 続 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、 前 記 各 走 査 線 を 順 次 走 査 す る 走 査 線 駆 動
回 路 と 、 前 記 各 デ ー タ 線 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 有 す る パ ッ シ ブ マ ト リ
ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ 線 駆 動 回 路 は 対 応 す る デ ー タ 線 に 電 流 供
給 回 路 ま た は 電 圧 供 給 回 路 の い ず れ か を 接 続 し 、 前 記 電 流 供 給 回 路 は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 駆 動
電 流 を 供 給 す る も の で あ り 、 前 記 電 圧 供 給 回 路 は そ の 出 力 電 圧 を 変 え る こ と の で き る 電 圧
源 お よ び 該 電 圧 源 と 前 記 デ ー タ 線 の 間 に 接 続 さ れ る ス イ ッ チ 手 段 か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 電 圧 源 は 第 １ の 基 準 電 圧 ま
た は 該 第 １ の 基 準 電 圧 よ り 高 い 第 ２ の 基 準 電 圧 を 出 力 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 電 圧 源 は 前 記 第 １ の 基 準 電
圧 と 前 記 第 ２ の 基 準 電 圧 を 選 択 回 路 に よ り 切 り 換 え て 出 力 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の 基 準 電 圧 が
接 地 電 位 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 デ ー タ
線 駆 動 回 路 は 、 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 に よ り 選 択 さ れ て い る 走 査 線 に 接 続 さ れ て い る 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に 対 す る 前 記 電 流 供 給 回 路 に よ る 電 流 供 給 が 終 了 す る と 、 前 記 第 １ の 基 準 電 圧 を 所
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定 時 間 デ ー タ 線 に 接 続 し て か ら 前 記 第 ２ の 基 準 電 圧 を デ ー タ 線 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 デ ー タ 線 駆 動 回 路 が 、 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 前 記 電 流 供 給 ， デ ー タ 線 へ の 第 １ の 基 準 電 圧 の 接 続 お よ び デ ー タ 線 へ の
第 ２ の 基 準 電 圧 の 接 続 の 切 り 替 え を 、 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 に よ る 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 選 択
が 継 続 さ れ て い る 選 択 期 間 内 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 電 流 供
給 回 路 が 前 記 駆 動 電 流 を 供 給 す る 時 間 を 変 え る こ と に よ り 階 調 表 示 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 電 流 供
給 回 路 が 供 給 す る 前 記 駆 動 電 流 の 大 き さ を 変 え る こ と に よ り 階 調 表 示 を 行 う こ と を 特 徴 と
す る 。
　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 ス イ ッ
チ 手 段 が Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 は 、 通 電 終 了 後 に デ ー タ 線 を 接 地 電 位 な ど オ フ セ ッ ト 電 圧
Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ よ り 低 い 電 位 に 所 定 時 間 接 続 し て 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 放 電 を 行 っ て か ら 、 デ
ー タ 線 を オ フ セ ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ に 接 続 す る よ う に す る の で 、 各 走 査 線 選 択 時 間
Ｔ ｓ ｃ ａ ｎ に お け る 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ の オ フ セ ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ へ の 初 期 化
を 安 定 し て 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 安 定 し た 画 像 表 示 を 行 う こ と が で き る 。 オ フ セ
ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ よ り 低 い 電 位 で 放 電 を 行 う の で 短 時 間 で 放 電 を 行 う こ と が で き
、 ま た 回 路 規 模 も 従 来 の も の と 変 わ ら な い の で 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 集 積 す る 半 導 体 チ ッ
プ の サ イ ズ に 悪 影 響 を 与 え る こ と も な い 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ を 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 が 発 光 す る 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ と 等 し い か わ ず か に 低 い 電 圧 と す る の で 、 寄 生 容 量 Ｃ ｐ
を ゼ ロ か ら Ｖ ｔ ま で 充 電 す る こ と に よ る 発 光 開 始 の 遅 れ も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 実 施 例 お よ び そ の タ イ ミ ン
グ チ ャ ー ト を 示 す も の で 、 図 ６ ， ８ と 共 通 す る 部 位 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 全 体 構 成 は 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 除
き 図 ５ に 示 す も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 構 成 は 、 図 ８ （ ａ ） の も の に 対 し 、 オ フ セ ッ ト 電
圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ を 与 え る 電 圧 源 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ が そ の 出 力 電 圧 を 可 変 で き る よ う に な っ
て い る こ と が 異 な る 。 こ の よ う な 電 圧 源 は 、 例 え ば 基 準 電 圧 （ 参 照 電 圧 ） を Ｄ Ａ （ Digita
l to Analog） 変 換 器 も し く は 他 の 手 段 で 変 更 で き る シ リ ー ズ レ ギ ュ レ ー タ な ど に よ り 実
現 で き る 。 こ の デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 動 作 を 図 １ （ ｂ ） に よ り 説 明 す る 。 最 初 は 信 号 Ｉ ｏ ｎ
が Ｌ で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ が オ フ 、 信 号 Ｉ ｏ ｆ ｆ が Ｈ で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ が オ ン で あ る の で 、 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ は 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ と 等 し い
か わ ず か に 低 い 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ と な っ て い る 。 次 に 、 信 号 Ｉ ｏ ｎ が Ｈ で Ｎ チ ャ ネ ル
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ が オ ン 、 信 号 Ｉ ｏ ｆ ｆ が Ｌ で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ
Ｍ １ が オ フ と な る と 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ に よ る 寄 生 容 量 Ｃ ｐ の 充 電 お よ び 発 光 が 行 わ れ る 。 通
電 時 間 が 終 了 す る と 、 再 び 信 号 Ｉ ｏ ｎ が Ｌ で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ ２ が オ フ
、 信 号 Ｉ ｏ ｆ ｆ が Ｈ で Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ が オ ン と な る が 、 Ｎ チ ャ ネ ル
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ が オ ン し た 直 後 は 電 圧 源 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ が そ の 出 力 電 圧 電 圧 を
接 地 電 位 と す る 。 こ れ に よ り Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電
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圧 が 大 き く な る の で 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ を 大 き な も の に す る こ と が で き 、 寄 生 容 量 Ｃ ｐ を 短 時
間 で 放 電 す る こ と が で き る 。 上 記 の 所 定 時 間 は 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ が 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ よ り
確 実 に 下 回 る よ う 設 定 す る 。 な お 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ が オ ン し た 直 後
は 電 圧 源 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ の 出 力 電 圧 電 圧 を 接 地 電 位 と す る と し た が 、 接 地 電 位 に 限 定 す る
も の で は な く 、 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 を 大 き く し
て 寄 生 容 量 Ｃ ｐ を 短 時 間 で 放 電 で き る レ ベ ル の も の で あ れ ば よ い 。 ま た 、 電 圧 源 Ｖ ｏ ｆ ｆ
ｓ ｅ ｔ と し て シ リ ー ズ レ ギ ュ レ ー タ を 用 い る 場 合 、 出 力 電 圧 を 接 地 電 位 も し く は 他 の 低 電
圧 に す る 場 合 は 、 基 準 電 圧 の 設 定 を ゼ ロ も し く は 対 応 す る 値 に 書 き 換 え れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 他 の 実 施 例 お よ び そ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 示 す も の で 、
図 １ と 共 通 す る 部 位 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 図 １ の も の
と 同 様 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 全 体 構 成 は デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 除 き 図 ５ に 示 す も の と 同 じ
で あ る 。
　 図 ２ に 示 す デ ー タ 線 駆 動 回 路 は オ フ セ ッ ト 電 圧 の 切 り 替 え を 一 つ の 可 変 電 圧 源 で 行 う の
で は な く 、 定 電 圧 源 と ス イ ッ チ で 行 う よ う に し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 図 １ の 可 変 電 圧
源 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ を 定 電 圧 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ を 与 え る 定 電 圧 源 （ 名 前 も 便 宜 的 に Ｖ ｏ ｆ ｆ
ｓ ｅ ｔ ０ と す る ） お よ び Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ Ｎ Ｍ １ の ソ ー ス に 対 す る 接 続 を 定
電 圧 源 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ ま た は 接 地 電 位 に 切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に 置 き 換 え た も の に な
る 。 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 図 ２ （ ａ ） は 図 １ （ ａ ） と 同 じ で あ る が 、 オ フ セ ッ ト
電 圧 の 切 り 替 え が 、 シ リ ー ズ レ ギ ュ レ ー タ の 基 準 電 圧 変 更 な ど で は な く 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の
切 り 替 え 動 作 に よ る と こ ろ が 異 な る 。 ま た 、 図 １ の 場 合 と 同 様 に 、 接 地 電 位 は 他 の 電 位 で
あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 負 電 源 が 適 用 で き れ ば 電 流 Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ を よ り 大 き な も の に す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 実 施 例 に お い て は 、 従 来 の オ フ セ ッ ト 電 圧 を 与 え る 電 圧 源 を 変 更 す る だ け 、 も し く
は ス イ ッ チ を 付 加 す る だ け な の で 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 を 集 積 す る 半 導 体 チ ッ プ の サ イ ズ に
悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 実 施 例 お よ び そ の
タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 実 施 例 お よ び そ の
タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 等 価 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 圧 － 輝 度 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 全 体 回 路 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 各 デ ー タ 線 Ｄ ｉ を 駆 動 す る デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 構 成 お よ び そ の 動 作 波 形 を
説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ と 駆 動 電 圧 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ の 関 係 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る デ ー タ 線 駆 動 回 路 の 構 成 お よ び そ の 動 作 波 形 を 説 明
す る た め の 図 で あ る 。 。
【 図 ９ 】 寄 生 要 用 Ｃ ｐ の 放 電 ば ら つ き に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 Ｃ ｐ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 寄 生 容 量
　 　 　 　 Ｅ Ｌ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
　 　 　 　 Ｉ ｏ ｕ ｔ ， Ｉ ｓ ｉ ｎ ｋ 　 　 　 電 流
　 　 　 　 Ｉ ｒ ｅ ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 定 電 流 お よ び 定 電 流 源
　 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 発 光 ダ イ オ ー ド
　 　 　 　 Ｎ Ｍ １ ， Ｎ Ｍ ２ 　 　 　 　 　 　 Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-304122 A 2007.11.22



　 　 　 　 Ｐ Ｍ １ ， Ｐ Ｍ ２ 　 　 　 　 　 　 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
　 　 　 　 Ｓ Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス イ ッ チ
　 　 　 　 Ｖ ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ 　 　 　 　 　 　 　 駆 動 電 圧
　 　 　 　 Ｖ ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 発 光 す る 閾 値 電 圧
　 　 　 　 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ 　 　 　 　 　 　 オ フ セ ッ ト 電 圧 お よ び そ の 発 生 回 路
　 　 　 　 Ｖ ｏ ｆ ｆ ｓ ｅ ｔ ０ 　 　 　 　 　 オ フ セ ッ ト 電 圧 お よ び そ の 発 生 回 路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(11) JP 2007-304122 A 2007.11.22



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(12) JP 2007-304122 A 2007.11.22



专利名称(译) 有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2007304122A 公开(公告)日 2007-11-22

申请号 JP2006129152 申请日 2006-05-08

[标]申请(专利权)人(译) 富士电机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士电机控股有限公司

[标]发明人 佐々木雅浩

发明人 佐々木 雅浩

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/30.K G09G3/20.641.A G09G3/20.641.D G09G3/20.622.B G09G3/20.621.A 
H05B33/14.A G09G3/20.621.F G09G3/3216 G09G3/3266 G09G3/3275 G09G3/3283 G09G3/3291

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/CC45 3K107/EE02 3K107/HH00 3K107/HH02 3K107
/HH04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD22 5C080/DD30 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/FF12 
5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C380/AA01 5C380/AB05 5C380/BA28 5C380/BB02 5C380
/BC04 5C380/BC18 5C380/CA08 5C380/CA12 5C380/CA13 5C380/CA39 5C380/CA54 5C380/CB01 
5C380/CE04 5C380/CE08 5C380/CF26 5C380/CF48 5C380/DA01 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380
/DA07

代理人(译) 山本浩

外部链接 Espacenet

摘要(译)

[目的]可以在扫描线选择时间Tscan期间在数据线通电之后执行充分的放
电，而不会不利地影响发光亮度和集成有数据线驱动电路的半导体芯片
的尺寸，并实现稳定的图像显示。 提供了可以使用的有机EL显示装置。 
[结构]在通电之后，将数据线连接到比偏置电压Voffset0低的电势（例如
接地电势）预定时间，以使寄生电容Cp放电，然后将数据线连接到偏置
电压Voffset0。 在线路选择时间Tscan期间，可以将驱动电压Vdrive稳定
地初始化为偏移电压Voffset0。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4cc1f336-7a45-4fed-8fb7-c08c35a8670d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038838122/publication/JP2007304122A?q=JP2007304122A

